
                                   

 

平
成
十
六
年
度
第
二
回
那
珂
町
議
会
定
例
会
が
六
月
十
一
日
か
ら
二
十

三
日
ま
で
十
三
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

今
議
会
で
は
執
行
部
か
ら
報
告
が
九
件
、
条
例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

六
件
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
の
同
意
な
ど
提
案
さ
れ
、
す
べ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

木
村
静
枝
議
員
は
「
那
珂
町
税
条
例
の
一
部
改
正
」
と
「
平
成
十
五
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
に
反
対
し
、
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

 

「那
珂
町
税
条
例
の
一
部
改
正
す
る
条
例
」の
主
な
反
対
事
項 

▼
老
年
者
控
除
の
廃
止 

▼
個
人
町
民
税
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額
引
き
下
げ 

 
 
 

十
九
万
二
千
円 

↓ 

十
七
万
六
千
円 

▼
個
人
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
引
き
下
げ 

 
 
 

三
十
六
万
円 

↓ 

三
十
五
万
円 

▼
個
人
均
等
割
の
標
準
税
率
に
つ
い
て
、
人
口
段
階
別
の
税
率
を
廃
止 

し
、
年
額
三
千
円
に
統
一
（
五
十
万
人
以
下
の
人
口
の
市
町
村
は
す
べ 

て
増
税
） 

 

「平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」で
主
に
減
額
さ
れ
た
も
の 

▼
地
方
道
路
譲
与
税 

二
千
五
百
三
十
二
万
七
千
円 

▼
老
人
保
護
措
置
費 

百
九
十
万
円
（
国
） 

十
万
二
千
円
（
県
） 

▼
身
体
障
害
者
等
支
援
費
支
給
事
業 
二
百
十
六
万
四
千
円
（
国
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
七
十
二
万
二
千
円
（
県
） 

▼
子
育
て
支
援
の
た
め
の
拠
点
施
設
整
備
事
業 
二
百
二
十
六
万
円 

▼
乳
児
保
育
促
進
等
事
業 

四
百
五
十
二
万
八
千
円 

▼
障
害
保
育
事
業 

百
十
五
万
九
千
円 

 
 

 

【
署
名
】
一
千
十
四
名 

 

【
紹
介
議
員
】
木
村
静
枝 

  

  
 

【
提
案
者
】
木
村
静
枝 

 

【
賛
成
者
】
笹
島
猛 

遠
藤
実 

【
趣
旨
】
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
措
置
は
少
子
化
対
策
の
重
要
施
策

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
幼
少
期
は
病
気
に
か
か
り
や
す
く
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、

小
児
喘
息
な
ど
長
期
の
療
養
を
要
す
る
病
気
も
増
加
し
て
お
り
、
病
気
の
早
期
発
見
と

早
期
治
療
、
治
療
の
継
続
を
確
保
す
る
上
で
、
医
療
費
助
成
制
度
は
極
め
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
た
め
本
件
を
は
じ
め
す
べ
て
の
都
道
府
県
で
何
ら
か
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
近
県
の
東
京
都
を
は
じ
め
栃
木
県
、
福
島
県
な
ど
で
は
就
学

前
ま
で
無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
県
の
場
合
、
年
齢
対
象
を
二
歳
児
ま

で
と
し
、
し
か
も
自
己
負
担
と
所
得
制
限
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
他
に
な
く
、

全
国
で
も
最
も
遅
れ
た
施
策
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

 

県
内
の
市
町
村
で
は
県
施

策
に
上
乗
せ
し
、
自
己
負
担

分
の
肩
代
わ
り
や
年
齢
拡
大

に
努
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、

市
町
村
間
に
よ
る
格
差
の
広

が
り
と
と
も
に
、
財
政
負
担

も
重
く
な
っ
て
い
る
現
状
に

あ
る
。
県
の
制
度
拡
充
と
と

も
に
、
国
の
制
度
創
設
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

一
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
を
小
学
校
就
学
前

ま
で
拡
充
す
る
こ
と
。 

二
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
者
の
所
得
制
限
、

自
己
負
担
を
撤
廃
す
る
こ
と
。 

三
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
を

対
象
と
し
た
医
療
費
無
料
制

度
の
創
設
を
国
に
求
め
る
こ

と
。 
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５月２７日 木村議員は「新日本婦人の会」のお母さんや子供たちと一緒に

茨城県庁に「乳幼児の医療費を無料にしてほしい」と申し入れに行ってきま

した。その後、県の医師会などからも同様の請願が提出され、要求運動が広

がっています。 



       

一
日
も
早
い
道
路
・
下
水
道
の
整
備
を 

【
下
菅
谷
地
区
】 

―
都
市
計
画
が
決
定
す
れ
ば
す
ぐ
実
施
す
る
― 

  

下
菅
谷
地
区
は
道
路
が
狭
く
、
市
街
化
区
域
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

下
水
道
の
整
備
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
住
民
は
一
日
も
早
く
と
道
路
整
備
と

下
水
道
の
整
備
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
の
地
区
は
平
成
四
年
度
に
「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
の
組
合
が
設
立

さ
れ
、
整
備
を
す
る
は
ず
で
し
た
。
し
か
し
、
低
い
同
意
率
と
住
民
に
重

い
負
担
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
反
対
運
動
が
起
こ
り
長
年
苦
し
ん
で
き
ま

し
た
。 

 

し
か
し
そ
の
間
も
、
住
民
は
「
人
口
が
増
え
ず
、
低
成
長
の
二
十
一
世

紀
の
ま
ち
づ
く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を
模
索
し
、
大
学
教
授
や
専
門

家
を
招
い
て
、
学
習
会
や
講
演
会
を
開
き
学
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
年
五
月
、
「
下
菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
提
案
書
」
が
で
き
、
町
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
「
日
本
で
初
め
て
の
例
と
な

り
、
全
国
か
ら
視
察
に
来
る
だ
ろ
う
」
と
専
門
家
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に

二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
の
先
駆
け
と
な
る
も
の
で
す
。 

 

と
こ
ろ
が
町
は
こ
の
提
案
書
に
対
し
て
、
地
元
説
明
会
で
「
主
要
道
路

三
本
で
十
年
、
街
区
道
路
で
二
十
年
か
ら
三
十
年
、
生
活
道
路
は
目
途
が

立
た
な
い
」
と
説
明
し
た
と
言
う
。
予
算
も
十
六
年
度
の
実
施
計
画
で
は

十
六
年
度
か
ら
十
八
年
度
ま
で
の
三
か
年
で
一
億
五
千
万
円
し
か
と
っ

て
い
ま
せ
ん
。
住
民
は
「
大
き
な
三
本
の
道
路
を
造
っ
て
終
わ
り
と
い
う

の
は
お
か
し
い
。
こ
れ
で
は
組
合
解
散
の
時
に
約
束
し
た
こ
と
が
守
ら
れ

て
い
な
い
。
町
は
区
画
整
理
組
合
を
解
散
す
る
時
に
『
町
事
業
に
移
行
す

れ
ば
早
く
で
き
る
。
平
成
十
二
年
か
ら
十
四
年
の
３
か
年
の
実
施
計
画
で

合
計
八
億
二
千
万
円
の
予
算
を
と
っ
て
い
る
。
総
事
業
費
概
算
額
五
十
億

円
に
つ
い
て
も
、
今
後
と
も
継
続
し
て
予
算
付
け
を
進
め
て
い
く
。
下
水

道
も
早
く
入
る
』
と
約
束
し
た
。
住
民
は
、
こ
う
い
う
計
画
案
を
作
れ
ば

地
域
全
体
の
道
路
が
一
緒
に
で
き
る
ん
だ
と
希
望
を
抱
い
て
や
っ
て
き

た
。
孫
子
の
代
ま
で
か
か
る
の
で
は
困
る
」
と
納
得
が
い
か
ず
、
不
満
の

声
が
で
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
は
何
よ
り
も
住
民
と
町
と
の
信
頼
関
係
が
大
切
で
す
。

「
町
は
全
力
を
あ
げ
て
下
菅
谷
地
区
の
街
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
が
、
今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
」
と
木
村
議
員
は
た
だ
し
ま
し

た
。 

 

建
設
部
長
は
「
今
年
度
中
に
都
市
計
画
決
定
に
努
力
し
、
区
画
整
理
事

業
の
区
域
を
廃
止
し
、
直
ち
に
実
施
設
計
、
工
事
着
工
と
い
う
形
に
な
る

と
思
う
。
年
度
内
に
決
定
さ
れ
れ
ば
来
年
度
に
は
実
施
計
画
の
予
算
取
り

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
総
延
長
四
千
四
百
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
主
要
三
路
線

千
七
百
メ
ー
ト
ル
を
中
心
に
約
十
年
か
け
て
整
備
、
そ
の
他
の
道
路
に
つ

い
て
は
現
時
点
で
は
後
何
年
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
場
で
は
答
弁

で
き
な
い
。
下
水
道
は
着
工
さ
れ
れ
ば
五
、
六
年
で
整
備
さ
れ
る
。
予
算

に
つ
い
て
は
、
町
全
体
の
予
算
規
模
か
ら
の
バ
ラ
ン
ス
で
、
一
年
で
五
千

万
円
、
十
年
で
五
億
円
と
い
う
こ
と
を
協
議
会
に
は
話
し
て
あ
る
。
」
と

答
弁
し
、
町
長
は
「
私
も
で
き
る
な
ら
早
く
し
た
い
と
い
う
の
が
本
心
。

し
か
し
予
算
は
公
正
に
と
い
う
こ
と
か
ら
、
下
菅
谷
ば
か
り
に
投
資
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
計
画
決
定
し
だ
い
、
資
金
計
画
を

立
て
て
実
施
に
踏
み
切
っ
て
い
く
」
と
の
答
弁
で
し
た
が
、
予
算
の
増
額

に
は
言
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

瓜
連
と
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
で 

健
康
に
良
い
給
食
は
つ
く
れ
る
の
か 

 

今
年
三
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
那
珂
町
瓜
連
町
合
併
協
議
会
に
お

い
て
「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
統
合
す
る
こ
と
で
調
整
す
る
」
と
い
う
こ

と
で
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

 

那
珂
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
能
力
は
六
千
食
で
、
現
在
は
四
千
四

百
食
を
調
理
し
て
い
ま
す
。
瓜
連
町
は
千
二
百
食
の
調
理
能
力
の
と
こ
ろ

九
百
食
。
合
わ
せ
て
も
五
千
三
百
食
な
の
で
、
一
か
所
で
十
分
調
理
で
き

る
と
い
う
の
が
統
合
の
理
由
で
す
。 

 

合
併
協
議
会
に
は
現
場
で
働
く
栄
養
士
や
調
理
員
な
ど
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
現
場
の
人
た
ち
の
声
を
聴
く
場
も
設
け
て
い

ま
せ
ん
。
合
併
統
合
の
話
を
聞
い
た
栄
養
士
は
「
今
で
さ
え
て
ん
て
こ
舞

い
で
時
間
ぎ
り
ぎ
り
な
の
に
、
こ
れ
以
上
人
数
が
増
え
る
の
は
困
り
ま
す
。

今
は
以
前
と
違
っ
て
献
立
数
も
多
く
、
学
校
行
事
も
多
く
な
り
、
そ
の
よ

う
な
時
は
早
く
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
既
成
食
品
を
使
わ
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
。
Ｏ
―
１
５
７
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
て
か
ら
、
温
度
管
理
も
厳
し
く

な
り
、
冷
蔵
庫
を
置
く
場
所
も
あ
り
ま
せ
ん
。
献
立
の
違
う
小
学
校
と
中

学
校
は
別
々
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
し
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

 

学
校
給
食
は
各
学
校
の
調
理
場
で
作
る
の
が
理
想
で
す
。
少
な
い
食
数

で
あ
れ
ば
手
数
を
か
け
て
調
理
で
き
、
安
全
で
お
い
し
い
給
食
が
作
れ
ま

す
。
地
元
の
野
菜
や
果
物
も
使
い
や
す
く
な
り
、
食
中
毒
が
お
き
て
も
狭

い
範
囲
で
す
み
、
原
因
も
追
究
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
身
近
に
給

食
を
作
る
人
の
姿
を
見
れ
ば
、
子
供
達
に
と
っ
て
教
育
的
な
環
境
に
も
な

り
ま
す
。
那
珂
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
も
ま
だ
新
し
く
、
瓜
連
町
の
給
食
セ

ン
タ
ー
は
新
築
し
て
三
年
で
す
。 

 

木
村
議
員
は
「
中
学
校
の
給
食
は
瓜
連
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
、
小
学
校

は
那
珂
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
別
々
に
作
る
。
ま
た
は
、
今
ま
で
通
り
そ

れ
ぞ
れ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
作
れ
ば
、
改
築
の
必
要
も
な
く
、
食
器
、
運

搬
車
も
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
、
財
政
的
負
担
も
軽
い
。
」
と
提
案
し
ま
し

た
。 

町
長
は
「
中
学
校
全
部
を
瓜
連
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
作
る
と
な
る
と
、
増

築
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
合
併
協
議
会
で
は
統
合
と
い
う
結
果

に
な
っ
た
と
思
う
」
と
答
え
、
経
済
企
画
部
長
は
「
法
定
協
議
会
で
決
定

し
た
こ
と
な
の
で
、
那
珂
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
改
造
す
る
と
い
う
方
針

で
協
議
し
て
い
き
た
い
。
合
併
の
一
つ
の
大
き
な
目
標
は
、
公
共
施
設
の

整
備
統
合
と
合
理
化
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
う
い
う
考
え
方
に
沿
っ
た

結
論
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。 

「
現
状
の
合
併
論
議
は
住
民
の
意
見

に
基
づ
か
ず
、
財
政
論
議
だ
け
に
終

始
し
て
い
る
」
と
い
う
が
、
正
に
そ

の
通
り
の
こ
と
が
こ
の
給
食
セ
ン
タ

ー
統
合
に
如
実
に
表
れ
て
い
ま
す
。 

木
村
静
枝
の 

一
般
質
問 

 


